
小惑星と隕石
2013年2月16日午前4時24分頃(日本時間)、小惑星2012DA14が地表から

およそ2万7700キロメートルのところを通過していきました。その前日、2月15日
にはロシアとカザフスタンの国境付近、ウラル地方に隕石が落下しました。さて、
小惑星2012DA14とロシアに落下した隕石とは関係があるのでは？などと言わ
れたりしましたが、NASAの発表によると、この2つは全く関連性はないとのこと
でした。ここでは、2月中旬に続けて話題になったこの小惑星と隕石についてご
紹介します。

1．小惑星2012DA14について
小惑星は太陽系内に広く分布していますが、とくに火星と木星のあいだに多く
存在しています(小惑星帯と呼ばれます)。小惑星とは直径数百キロメートル以下
の天体で、現在およそ60万以上も見つかっています。2012DA14の大きさは直
径45メートルで、2013年2月16日4時24分ごろに地球からおよそ2万7700キロ
メートルのところまで接近しました。これは、気象衛星などの静止衛星が地球を
周っている軌道(3万6000キロメートル)よりも近く、秒速7.8kmというスピードで
地球のそばをかすめていきました。2012DA14は昨年2月に発見され、366日周
期の地球に近い軌道を持っていました。1年ごとに地球に接近しますが、今回は特
に距離が近く、接近通過後は地球の重力の影響により周期が317日に縮まると
いわれています。
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写真1 小惑星2012DA14が南から北へ通過していくようす。
(5秒間隔、5秒露出の写真4枚を合成。)
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2．ロシアの隕石について
2012DA14が地球に最接近する前日の2月15日午前9時20分ごろ(現地時
間)、ロシアとカザフスタンの国境付近のウラル地方に隕石が落下し、特にチェリャ
ビンスクでは割れたガラスなどで1500名以上の負傷者が出てしまいました(い
ずれも重傷者ではないことは不幸中の幸いでした)。NASAの発表によると、この
小天体はおよそ18km/sの速度で地球の大気に突入し、20度未満の浅い入射角
で移動後、上空15～25kmのところで分裂しました。ガラスが割れるなど多くの
被害が出たのは、音速をはるかに超える速度で大気圏に突入したため、強い衝撃
波が生じたからです。
この隕石の元になった小天体の大きさは直径17メートルで、事前に発見され
ていた2012DA14に比べ、3分の1ほどしかありませんでした。そのため検出が
難しく、さらに地球の昼側からの大気圏突入だったため、事前に見つけることが
できなかったようです。

3．小惑星と隕石の関連性
ロシアに隕石が落下した後、NASAはいち早く2012DA14とこの隕石には関
連性がなく、2012DA14が地球に落下することはないと発表しました。ではな
ぜ、この2つが無関係だとわかったのでしょうか？それは、『軌道が全く違ってい
た』からなのです。
もしロシアの隕石が2012DA14の破片だとすると、軌道は非常に良く似たも
のになるはずなのです。ところが、解析の結果この2つの軌道は全く異なること
がわかりました。
右の図の太く青い楕円
が地球の軌道です。2012
DA14の軌道は、地球の
ほぼ内側にある赤い点線
の楕円です。そして、ロシ
アに落下した小天体の軌
道を計算したところ、火星
のさらに外側から地球に
接近する形だということ
がわかりました。このこと
から、小惑星2012DA14
とロシアに落下した隕石
に関連性がないと判断で
きたのです。 西野 藍子(科学館学芸員)

図1 各惑星の軌道と2012DA14および小天体の軌道
(参考：NASAホームページ)
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